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いよいよ秋がやってきますね。

季節の変わり目、体調を崩さないよう注意しましょう。

鉾田普及センター情報

写真出典：農研機構生研支援センターイノベーション創出強化研究推進事業（01020C） 令和２年度版マニュアル「サツマイモ基腐病の発生生態と防除対策」より
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/138589.html

サツマイモ基腐病は20都道県に感染が拡大しています（令和3年9月1５日現在）。サツマイモ収穫の

前には圃場を見回り、地際部の黒変症状が見られる株がないか、イモがなり首側から腐敗していないか

よく確認してから作業を行いましょう。収穫後は、残渣の持ち出しや粉砕処理、速やかな耕うんで残渣

分解を促進しましょう。また、どの圃場から収穫されたイモか、後から確認ができるよう記録を残して

おきましょう。

サツマイモ基腐病に注意！堀取作業前の圃場確認が大事です！

収入保険は、全ての農産物を対象に自然災害や価格低下だ

けでなく、新型コロナウイルスの影響など農業者の経営努力

では避けられない収入減少を補てんする仕組みです（※肉用

牛・肉用子牛・肉豚・鶏卵はマルキンなどが措置されている

ため対象外）。青色申告を行っている農業者が対象となり、

個人・法人どちらでも加入することができます。

農業者ごとに保険期間の収入が基準収入

の9割を下回った場合に、下回った額の

9割を上限に補てんするのが基本です。

収入保険について…新型コロナウイルスの収入減少も対象です！

収入保険について詳しく知りたい場合は、鹿行農業共済組合のホームページ（http://www.nosai-
rokko.or.jp）をご覧いただくか、お電話（０２９９－９０－４０００）でお問い合わせください。

黒変が茎基部からなり蔓へ 黒変がなり蔓から塊根へ到達 なり首側から塊根腐敗

11月18日「第23回全国農業担い手サミットin茨城」をオンライン開催します！

全国農業担い手サミットは、全国の意欲ある農業者が一堂に会し、相互研鑽・交流を通じて、農業経

営の現状や課題についての認識を深めることを目的に、毎年全国持ち回りで開催されています。今年度

は、茨城県が当番県ですが、新型コロナウイルス感染状況から、オンラインでの開催となります。茨城

県の営農類型別事例紹介やパネルディスカッションを予定しておりますので、これまでなかなか参加で

きなかった方も、ぜひこの機会にご参加ください。

①公式ホームページにアクセス

右のQRコードを読み取るか、

「担い手サミット茨城 公式」で検索！

②参加申し込み
フォームに
必要情報を入力

③配信ページのご案内

後日案内のある、配信

ページのURLにアクセス！

＜オンライン配信をご覧いただくまでの流れ＞

お手持ちのスマートフォンやタブレット

パソコンでご覧いただけます！



農業三士の新規認定者と退任者の紹介

７月１５日（木）、ザ・ヒロサワ・シティ会館において、農業経営士・女性農業士・青年農業士の認

定式及び退任式が行われました。本年度、新たに２名の方が認定されました。よろしくお願いします。

特定外来生物「ナガエツルノゲイトウ」に注意しましょう！

令和４年度茨城県立農業大学校入学生募集

県立農業大学校では、高校等の卒業者（もしくは見込者）を対象に、学生を募集しています。詳しく

は、下記入試事務局にお問い合わせください。

●問い合わせ先： 農業大学校 入試事務局 TEL ０２９－２９２－００１０

●ホームページ： 「農業総合センター農業大学校／茨城県」 で検索！

新たに認定された青年農業士のお二人

深作 勝己 氏（鉾田市台濁沢）宮内 鉄也 氏（神栖市波崎）

退任者 昨年度をもちまして、３名の方が退任されました。

これからも、地域農業のけん引役として、ますますのご活躍を期待しています。

青年農業士 ・遠藤 裕史氏（神栖市太田）平成2７年度認定

女性農業士 ・大久保 兵子氏（鉾田市紅葉）平成１７年度認定

・山中 美智子氏（神栖市賀） 平成１６年度認定

農業参入等支援センターは、農業経営に関する相談窓口です。法人化や規模拡大等により経営発展を

目指す意欲ある農業経営者、第三者への経営継承を考えている方を対象に、専門家（税理士、中小企業

診断士、社会保険労務士、司法書士等）支援チームの派遣により、様々な経営支援を受けることができ

ます。事業活用をご希望の方は、普及センターまでご連絡ください。

農業参入等支援センター事業を活用してみませんか？

対策としては、早期防除が重要です。茎の

断片からも再生するため、水田や畦畔で見つ

けたら刈り払い機による防除を避け、除草剤

による防除で定着を防ぎましょう。水田ほ場

においては水稲刈跡（9月以降～降霜期）に

茎葉処理剤の処理が効果的です。

また、水路で確認された場合は、管理して

いる土地改良区へ連絡をお願いします。

ナガエツルノゲイトウは南アメリカ原産の植物で、特定外来生物に指定されています。とても繁殖力

が強く、河川や水路だけでなく水田や畦畔などでも生育します。水路で繁殖すると水流を妨げたり、他

の植物の生育場所を奪ったりするほか、水田においても稲の生育を阻害する雑草となります。

△ 水路などで繁殖が確認されている (左)

夏～秋に白い花をつけ、茎の中心は空洞となる (右)


